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伸びる・つながる・乗り越える ～自分たちで創る新しい運動会～

特別活動は、「集団や社会の形成者としての見方・考え方」を働かせながら「様々な集
団活動に自主的、実践的に取り組み、互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生
活上の課題を解決する」ことを通して、資質・能力を育むことを目指す教育活動である。

【中学校学習指導要領解説 特別活動編】

「東陽の旋風 No ３」でもお伝えしましたが、今年の運動会を子ど
もたちの大きな成長の機会と捉え、子どもたち自身が考え、創り上げ
る運動会にしたいと考えています。そのため、私たちは極力前面には
出ず、運動会実行委員を活動の中心に置き、指示等が不足することが
あれば補うという側面からのサポート役に徹します。私たち大人が指
導した方が、見栄えもよく効率的かもしれません。しかし、新型コロ
ナウイルス感染症等、急激な社会変化が今後も続くことが予想される
現在、必要なのは、お互いの個性を尊重し、社会の問題に協働で解決
策を生み出す意欲を持った人材です。自分で主体的に意思決定できる
社会人を育てるため、受容的な姿勢で、根気よく継続して支援してま
いります。キーワードは、『伸びる・つながる・乗り越える』です。 見守るＨ先生（右下）
保護者の皆様からも、温かいご助言をお願いいたします。

素敵な作品をありがとうございました 放送委員会の挑戦！昼の番組の生配信

先日、東陽町で書道教室を開いておられる 放送委員会の新企画！
太江田恵扇（久子）様が、本校３年生徒の作 ICT 機器を活用して昼の番
品２点を持ってきてくださいました。未来に 組の生配信に挑戦しまし
向けた希望の思いが込められた作品です。職 た。番組の内容は、「東陽
員玄関に飾らせていただいていますので、来 中数珠つなぎ！あの人、こ
校された際に是非ご覧ください。 の人！」と「日替わりメニ

ューのショートコーナー」
です。初めての試みでした
が、各教室で笑顔が見られ、皆楽しんだようで
す。もちろん、私も笑顔になりました。周りの
人たちを喜ばせようと、アイデアを凝らして企
画・運営してくれた放送委員長と副委員長さん、
ありがとうございました。

【編集後記】～「熊日杯城南地区中学生バレーボール大会、３位入賞！」～

▼先週末に開催された熊日杯城南地区中学生バレーボール大会で、本
校男子バレーボール部が見事３位に入賞しました。部員に感想を尋ね
ると、「入賞しましたが、悔しいです。」と非常に前向きな言葉が返
ってきました。▼昨年、東京オリンピックでバレーボール女子日本代
表を率いた中田久美監督は、次のように語っています。▼多くの選手
と接してきた中で、もったいないなって思うことがあるんです。日本
代表に選ばれる選手というのは当然それなりの力や素質があるわけで
すけど、中には誰もが当たる壁に対して、チャレンジしない、逃げた
りごまかしたりする選手がいるんです。その壁っていうのは前に進む
ためには絶対に必要なのに、そこから逃げちゃうっていうのはすごく
もったいない。▼ではどういった選手が伸びるかといったら、「勝負どころで自分が決めるん
だ」「自分がこのチームを勝たせるんだ」って思える選手だと思います。同じくらいの素質や
能力を持っている集まりの中にあって最後に生き残るのは、「私の力が足りないからダメなん
だ。だから力をつけるために、もっとやらなきゃいけない」って思える選手でしょうね。【1 日 1
話､読めば心が熱くなる 365 人の仕事の教科書(到知出版社)】▼本校の部員からは、「サーブを狙っているところに打つ」
「レシーブの際、しっかりミートし高く上げる」「アタックをみんなの気持ちを背負って打つ」
と、自分の役割や強み、弱みを分析し、これから何を練習すべきか？自分の壁に向き合ってい
ることが伝わってきました。▼次は、バドミントン部のみなさんの番です。今週末には、城南
中学生バドミントン大会が開催されます。「勝負どころで自分が決める！」強い気持ちを持っ
て、大会に臨んでください。応援しています。

※ご意見や感想をお待ちしています。「見ました」の一言でも構いません。
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